
鶴
岡
市
の
平
成

年
度

26

予
算
案
が

日
、
議
会
に

18

示
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
で
は
、
前
年

度
よ
り

億
５
３
０
０
万

11

円
（
１
・
９
％
）
増
の
６

２
８
億
２
４
０
０
万
円
で
、

３
年
連
続
６
０
０
億
円
を

超
え
、
合
併
後
最
大
規
模

と
な
り
ま
し
た
。

市
民
要
求
の
実
現
で
は
、

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
を

１
億
３
７
０
０
万
円
増
や

し
中
学
３
年
生
ま
で
完
全

無
料
化
を
お
こ
な
い
ま
す
。

党
市
議
団
が
県
内
の
自

治
体
の
実
態
を
調
べ
、
鶴

岡
市
の
遅
れ
を
指
摘
し
、

昨
年

月
の
市
議
選
で
公

10

約
に
掲
げ
、
強
く
実
施
を

求
め
て
き
ま
し
た
。

地
域
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

支
援
事
業
８
０
０
０
万
円

は
平
成

年
度
か
ら
継
続

23

さ
れ
、
新
た
に
本
人
や
同

居
家
族
が
結
婚
や
出
産
を

し
た
場
合
の
上
乗
せ
助
成

（
婚
姻
・
出
産
時
リ
フ
ォ

ー
ム
助
成
５
％

万
円
）

10

２
０
０
万
円
を
新
設
し
ま

し
た
。

合
併
新
市
づ
く
り

合
併
新
市
づ
く
り
で
は
、

・
朝
日
中
学
校
の
改
築
９

億
２
５
０
８
万
円

・
消
防
温
海
分
署
移
転
改

築
２
億
１
０
２
９
万
円

・
藤
島
地
域
の
歴
史
公
園

９
１
８
万
円
＋
（
３
月
補

正
１
億
３
５
１
３
万
円
）

・
櫛
引
・
丸
岡
城
跡
史
跡

公
園
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
５

８
５
万
円

・
櫛
引
赤
川
河
川
緑
地
ト

イ
レ
改
修
（
３
月
補
正
１

８
０
０
万
円
）

・
羽
黒
庁
舎
改
築
２
２
５

６
万
円

・
手
向
地
区
の
門
前
町
歴

史
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

４
１
４
万
円

・
消
防
救
急
無
線
の
デ
ジ

タ
ル
化
３
億
６
２
９
８
万

円・
過
疎
対
策
推
進
事
業
で

は
集
落
支
援
員
の
配
置
や

集
落
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く

実
践
事
業
、
大
鳥
地
域
に

地
域
お
こ
し
協
力
隊
２
人

の
配
置
２
１
９
１
万
円
、

な
ど
で
す
。

総
合
交
付
金

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
支
援
で
は
、
藤
島
地

域
の
地
区
公
民
館
の
「
地

域
活
動
セ
ン
タ
ー
」
再
編

と
指
定
管
理
に
伴
い
、「
広

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事

業
」
や
「
生
涯
学
習
振
興

事
業
」
を
増
額
。

町
内
会
長
の
特
別
職
報

酬
等
が
廃
止
さ
れ
「
住
民

自
治
組
織
総
合
交
付
金
」

１
億
４
７
３
１
万
円
と
し

て
一
本
化
さ
れ
ま
し
た
。

年
度
に
市
街
地
に
進

25
め
ら
れ
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯

導
入
事
業
３
３
０
６
万
円

は
旧
町
村
に
順
次
進
め
ら

れ
ま
す
。

地
域
活
性
化
事
業

各
地
域
の
特
色
を
生
か

し
た
地
域
づ
く
り
の
推
進

で
は
、

年
度
に
地
域
振

25

興
ビ
ジ
ョ
ン
を
見
直
し
、

地
域
振
興
計
画
の
策
定
を

進
め
、
地
区
担
当
職
員
制

度
を
新
設
し
、「
住
民
主
体

の
地
域
づ
く
り
の
支
援
、

強
化
」
を
う
た
っ
て
い
ま

す
。

・
出
羽
三
山
の
精
進
料
理

魅
力
発
信
事
業

万
円

33

・
温
海
地
域
の
温
泉
街
賑

わ
い
づ
く
り
促
進
事
業
１

２
６
万
円
な
ど

し
か
し
地
域
庁
舎
の
予

算
、
権
限
は
不
十
分
で
す
。
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（月２００円程度）
2月 12人 19,150円
1月 31人 49,250円

 地域活性化事業（各地域の特色を生かした地域づくりの推進）

課題 事業名
事業費

26年度　事業内容
H26 H25 H24 H23

地域審議会地域審議会運営 地域ごとに課題や特性を踏まえたテーマを設定して、今後の地域のあり方について検討を行

の開催 事業 う。
486万3千円 486万9千円 482万2千円 562万3千円

藤島地域の

活性化

地域活性化事業

（藤島）
249万9千円 261万9千円 207万1千円 411万4千円

・都市消費者との交流等による人と環境にやさしい農業・農産物の理解促進

・歴史公園の開園に向けたふじの育成・管理に取り組むボランティア団体の育成支援

・庄内農業高等学校と地域、関係団体等が連携し取り組む地域活性化に向けた事業への支援

・市内各地の伝統芸能が一堂に会する鶴岡伝統芸能祭を開催する事業への支援

羽黒地域の

活性化

地域活性化事業

（羽黒）
217万1千円 298万5千円 291万6千円 354万5千円

・松ヶ同地域の史跡建造物活用事業策定及び地域活性化に向けた取組みへの支援

・出羽三山の精進料理を地域内外へ広くPRし、宿坊街に誘客を図る事業への支援

・映画ロケ誘致や映画を活用した誘客事業の支援及びオープンセットと他の観光施設の周遊

ルート整備

櫛引地域の

活性化

地域活性化事業

（櫛引）
235万4千円 232万7千円 461万2千円 293万円

・フルーツの里づくりに向け観光果樹園や直売施設、観光施設等の連携促進への支援

・黒川能の後継者育成、研究会開催に対する支援

・くしびき夏のイベントの開催支援

・JA青年部が行う都市農村交流と農産物の販路拡大に向けた事業への支援

朝日地域の

活性化

地域活性化事業

（朝日）
188万円 197万5千円 275万円 326万円

・月山ワインまつりとワイン・山ぶどう製品の販売強化に向けた事業への支援

・大鳥自然の家におけるちびっこ木の実園の整備

・小学校スキー教室の実施

・地域の伝統行事や自然景観等を紹介する地域振興カレンダーの作成

・大鳥池と赤川におけるヒメマス・イワナの放流

温海地域の

活性化

地域活性化事業

（温海）
220万円 110万2千円 209万9千円 521万1千円

・焼畑温海かぶのブランド力を更に向上させる取組みへの支援

・温泉街の情緒を演出する取組みへの支援と魅力ある店舗づくりのための講習会の実施

・しなの花を活用した加工品の事業化に向けた取組みへの支援

地域間連携
による活性

化

地域間連携事業
地産地消推進事

業

408万3千円 708万9千円 567万円 －

・黒川能と山戸能が競演する「せせらぎの能」や市内各地の伝統芸能を紹介するイベントの

実施 
・由良と鼠ヶ関地区が連携して実施する海洋資源を活かしたツーリズム事業等への支援

・中山間地域の連携による地元産そば粉の消費拡大への支援

地域の活性

化
地域活性化事業 300万円

H25年度総合計画の中間見直しに併せて、新たに地域振興計画を策定する。

地域活性化事業　合計 1110万円 1401万円 1444万円 1936万円



渡
前
小
学
校
に

日
、

18

５
ヶ
月
ぶ
り
に
山
羊
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。

平
成

年
か
ら

年
間
、

14

11

渡
前
小
で
飼
育
さ
れ
て
い

た
山
羊
が
昨
年
９
月

日
28

に
亡
く
な
り
、
子
ど
も
た

ち
は
淋
し
い
思
い
を
し
て

い
ま
し
た
。

作
文
で
「
ど
よ
う
日
、

コ
ロ
ち
ゃ
ん
が
な
く
な
り

ま
し
た
。
わ
た
し
は
月
よ

う
日
、
コ
ロ
に
花
を
あ
げ

ま
し
た
。
…
」（
か
と
う
は

る
）
と
書
い
て
い
ま
し
た
。

土
屋
常
義
渡
前
小
校
長

が
、
山
大
農
学
部
の
広
報

誌
に
農
場
で
飼
わ
れ
て
い

る
山
羊
の
写
真
を
見
た
こ

と
か
ら
、
同
大
学
の
小
沢

亙
教
授
の
紹
介
で
、
同
農

場
長
の
吉
田
宣
夫
教
授
に

お
願
い
し
、
お
腹
に
子
ヤ

ギ
の
い
る
妊
娠
し
た
山
羊

２
頭
が
高
坂
の
山
大
農
場

か
ら
渡
前
小
に
送
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

こ
の
日
、
十
数
年
間
ヤ

ギ
お
じ
さ
ん
と
し
て
親
し

ま
れ
て
き
た
小
野
寺
勇
治

さ
ん
（
上
荒
俣
）
も
参
加

し
、
飼
育
の
援
助
を
続
け

て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

こ
の
メ
ス
山
羊
２
頭
を

渡
前
小
学
校
で
預
か
り
飼

育
し
、
５
月
上
旬
に
渡
前

Ｎ
Ｈ
Ｋ
経
営
委
員
の
右

翼
的
言
動
が
波
紋
を
呼
ん

で
い
る
。
籾
井
会
長
の
就

任
発
言
「
慰
安
婦
問
題
は

ど
の
国
に
も
あ
っ
た
」、
公

共
放
送
の
ト
ッ
プ
と
し
て

許
せ
な
い
暴
言
で
あ
る
。

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
２
月

日
16

付
で
、「
勇
気
・
言
気
」
あ

る
元
経
営
委
員
の
国
立
音

楽
大
学
名
誉
教
授
・
小
林

緑
さ
ん
が
語
る
、
怒
り
と

経
営
委
員
会
の
実
態
を
載

せ
て
い
る
。
小
林
さ
ん
は

～

年
に
２
期
委
員
を

01

07

務
め
て
い
る
。

月
２
回
、
各
２
時
間
、

経
営
委
員
会
が
開
か
れ
る
。

事
務
方
が
準
備
し
た
議
題

を
承
認
す
る
だ
け
で
、「
そ

の
他
の
話
題
を
取
り
上
げ

た
り
、
個
人
的
な
発
言
を

す
る
時
間
は
ほ
と
ん
ど
」

な
か
っ
た
と
言
い
、
特
に

疑
念
を
持
っ
た
の
は

年
03

会
長
選
考
で
、
３
期
目
を

目
指
す
海
老
原
勝
二
会
長

の
と
き
「
不
祥
事
を
う
や

む
や
に
し
て
長
期
独
裁
を

ね
ら
う
海
老
沢
さ
ん
に
」

反
対
表
明
し
た
が
「
全
会

一
致
で
承
認
」
に
な
っ
た

こ
と
だ
と
言
う
。

戦
争
反
対
を
貫
い
た
女

性
作
曲
家
・
吉
田
隆
子
を

描
い
た
「
吉
田
隆
子
を
知

っ
て
い
ま
す
か
」(

年
９

12

月
２
日
放
送)

な
ど
素
晴
ら

し
い
番
組
も
つ
く
っ
て
い

る
。
し
か
し
「
安
倍
首
相

五
十
川
小
学
校
の
尺
八

教
室去

年
は
猛
吹
雪
だ
っ
た

が
２
月
７
日
は
上
天
気
と

い
う
と
こ
ろ
。
今
回
で
３

年
連
続
と
な
る
五
十
川
小

学
校
の
尺
八
教
室
。
時
間

が
と
れ
た
と
い
う
こ
と
で

鶴
岡
竹
友
会
（
代
表
・
佐

藤
晃
馨
氏
）
か
ら
都
合
の

つ
く
者
５
人
が
出
か
け
た
。

▼
給
食
前
の
１
時
間
、
５

～
６
年
生
を
前
に
し
て
の

登
場
は
、
呼
び
音
返
し
音

と
い
う
先
生
の
呼
び
音
に

応
え
て
返
す
曲
。
し
か
も

今
回
は
作
務
衣
に
袈
裟
と

さ

む

え

け

さ

天
蓋
（
虚
無
僧
が
被
る
ア

て
ん
が
い

こ

む

そ
う

レ
）
姿
だ
か
ら
皆
ビ
ッ
ク

リ
の
様
子
。

▼
２
曲
終
わ
っ
て
恰
好
や

ら
尺
八
の
説
明
を
し
て
音

出
し
だ
。
音
の
出
や
す
い

物
と
考
え
て
塩
ビ
管
製
で

市
販
の
物
を
使
っ
た
が
ナ

カ
ナ
カ
と
い
う
と
こ
ろ
。

そ
ん
な
折
、
本
物
を
使
っ

て
音
が
出
た
子
が
い
た
の

で
み
ん
な
本
物
を
使
用
。

十
数
分
間
で
音
の
感
ず
る

子
か
ら
キ
レ
イ
な
音
に
成

っ
て
る
子
ま
で
、
全
員
が

喜
べ
る
状
況
に
な
っ
た
。

▼
そ
れ
で
は
と
次
の
演
奏
。

ビ
リ
ー
ブ
と
い
う
曲
で
す

が
、
こ
れ
に
二
部
合
唱
で

合
わ
せ
て
く
れ
た
。
こ
れ

に
は
ビ
ッ
ク
リ
す
る
や
ら

感
動
す
る
や
ら
で
、
先
生

が
子
ど
も
等
に
あ
り
が
と

う
、
感
動
で
ウ
ル
ウ
ル
し

て
き
た
と
話
し
た
が
、
俺

の
は
落
ち
た
ヨ
だ
っ
た
。

▼
尺
八
を
並
べ
た
長
さ
の

こ
と
と
、
色
が
黒
い
の
は

よ
く
使
っ
て
い
る
物
。
竹

は
使
わ
な
い
と
何
年
経
っ

て
も
同
じ
色
な
の
だ
と
。

ま
た
こ
れ
は
１
本
が
車
１

台
分
で
、
こ
っ
ち
は
自
転

車
１
台
分
と
の
説
明
に
ま

た
ビ
ッ
ク
リ
の
状
況
。

▼
給
食
は
全
校
生
が
教
師

も
一
緒
に
１
教
室
で
頂
く

の
だ
っ
た
が
、
詳
細
は
紙

面
の
都
合
で
カ
ッ
ト
。

▼
給
食
が
終
わ
っ
て
多
く

の
子
ど
も
が
集
ま
っ
て
き

た
。
天
蓋
を
喜
ぶ
子
、
音

を
出
し
た
い
子
、
そ
れ
ぞ

れ
だ
っ
た
が
、
全
員
音
を

感
じ
て
く
れ
た
よ
う
で
、

尺
八
フ
ァ
ン
が
増
え
る
感

じ
の
一
時
で
し
た
。（
石
川
）

怒
り
の
渦
中
に
あ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
経

営
委
員
会
の
実
態

―
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
を
読
ん
で

青
山

崇

小
で
出
産
後
、
１
ヶ
月
間

は
山
大
に
里
帰
り
保
育
、

６
月
中
旬
に
子
ヤ
ギ
が
や

っ
て
く
る
と
の
こ
と
で
す
。

渡
前
小
学
校
で
は
、「
動

物
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し

た
い
の
ち
の
教
育
」
を
テ

ー
マ
に
、
ヤ
ギ
お
じ
さ
ん

や
山
大
の
学
生
な
ど
と
の

交
流
で
、「
い
の
ち
の
大
切

さ
」
や
地
域
と
も
つ
な
が

る
心
を
育
て
て
い
く
と
の

こ
と
で
す
。

渡
前
小
学
校
に
再
び

ヤ
ギ
が
来
た
よ

馬
渡(

ま
わ
た
り
、
羽
黒
・
櫛
引)

大
沼

浩

午
年
で
す
が
、
午
の
十

二
支
獣
は
馬
で
す
。
馬
渡

は
地
形
図
で
は
櫛
引
地
区

黒
川
で
す
が
、
羽
黒
町
広

瀬
に
下
馬
渡
が
あ
り
、
渡

し
場
の
名
が
赤
川
東
岸
の

地
域
に
広
が
っ
た
の
で
し

ょ
う
。

日
本
国
語
大
辞
典
は
、

う
ま
わ
た
り
と
し
て
「
馬

に
乗
っ
て
渡
る
こ
と
が
で

き
る
谷
や
川
な
ど
。
各
地

に
地
名
と
し
て
残
っ
て
い

る
。」
と
い
い
ま
す
。
各
地

に
う
ま
わ
た
り
、
う
ま
わ

た
し
が
あ
り
、「
も
お
た
に
」

と
読
む
馬
渡
谷
も
あ
り
ま

す
。
説
明
と
し
て
は
「
徒

歩
で
は
渡
れ
な
い
け
れ
ど
、

馬
に
乗
っ
て
な
ら
渡
れ
る
」

「
丸
木
橋
や
板
橋
で
人
間

は
渡
れ
る
が
牛
馬
は
手
綱

を
引
き
な
が
ら
川
床
を
渡

し
た
」「
ど
ぶ
川
で
馬
で
な

け
れ
ば
渡
れ
な
い
」
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
赤
川
に
は

あ
ま
り
当
て
は
ま
ら
な
い

よ
う
で
す
。

角
川
地
名
大
辞
典
は
、

櫛
引
町
史
を
ひ
い
て
、
赤

川
を
人
々
が
渡
る
「
そ
の

船
は
当
村
の
者
が
渡
し
た
」

と
い
い
ま
す
が
、
馬
が
出

て
き
ま
せ
ん
。
人
と
馬
が

一
緒
に
渡
る
に
は
、
渡
し

場
に
馬
渡
り
船
と
い
う
大

型
の
渡
し
船
が
あ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。

の
応
援
団
を
公
言
す
る
経

営
委
員
や
歴
史
認
識
が
問

わ
れ
る
会
長
の
も
と
で
、

こ
う
し
た
番
組
が
つ
く
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
。
公
共

放
送
が
『
国
策
放
送
局
』

に
な
ら
な
い
よ
う
私
も
声

を
上
げ
て
い
き
た
い
」
と

決
意
し
て
い
る
。
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